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   In this paper the author dealt with the case on 30 years old male who showed clini-

cal and histological findings corresponding to so-called Balanitis xerotica obliterans re-

ported by  Stiihmer. 
   The patient was operated on his phimosis at the age of 18 and at that time urethral 

obturation was also pointed out by the physician. The symptom of urethral obturation 
became worse after the operation. 

   The clinical findings corresponded to the second type or Kraurosis alba among the 3 
types classified by Peyre', and it was thought to be identical to  Stiihmer's Balanitis xero-

tica obliterans after operation.

緒 言

閉鎖性乾燥性亀頭炎(Balanitisxerotica

obliterans)(以 後B.x.o.と 略 称)はDelba-

nco(1908)が 最 初にKraurosispenisの 病

名で報告,肉 眼的並 びに組織学的 にKrauro-

sisv・11vaeの 萎 縮期 に相当す ると記載 し,次

でKrans&Galewskyが 同様症例 を発表 し

て後,1928年Sttthmerが 包 茎手術後 に発生

した亀頭,包 皮の萎縮現象 を5例 に経験 し,発

生原因,臨 床症状 及び経過 にお いてLeukOP-

Iakia(Leukokeratosis)penis(Kraus),

Kraurosisglf.ndisetpraeputii(Delba11-

co)と 異 るとしてB.x.o.postoperationem

な る診断名を付 けた.以 来 かな りの 報 告 が あ

り,本 邦で も森本 高橋 弓削,外 松 ・楠 瀬,

禦等 の報 告があるが,屡 女見 られ る疾患 ではな

いようであ る.

私 も最近本疾患 の一型 と思われ る症例 に遭遇

したのでその大要 を報告す る,

自 験 例

江崎某30才 男

初診=昭 和32年7月8日

主訴=尿 線細小

家族歴に特記事項なく,既 往歴として18才時膀胱炎

を経過 したと云 う.性 病は否定 している.

現病歴:18才 時包茎手術を受けたが当時自覚はして

いなかったが尿道口が狭いとて尿道口切開術を同時に

施行してもらった.そ の後2年 位 して排尿時軽度の腹

圧を要することに気付き,同 時に尿道口の狭窄及び尿

線細小を自覚したが自分で尿道口を引張って開くこと

が出来たので放置していた.然 し排尿困難は年と共に

漸次著明とな り2～3ヵ 月前より軽度の排尿痛,尿 線

分裂等が加わるようになった為,約1週 間前開業医を

訪れ注射及び内服療法を受けた.排 尿痛は減じたが狭

窄症状は全 く変化なく尿線が著しく細小となり排尿に

支障を来すようになったので来院した.

現症=体 格良好,栄 養佳良,全 身状態に 異常 は な

い,

右腎異常なく左腎軽度に触知,敏 感である.膀 胱部

に異常を認めない.睾 丸,副 睾丸,精 系及び前立腺に
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異常はない.

尿は清澄,糖,蛋 白蜀ウロピリノーゲン陰性.

血清梅毒反応陰性,血 沈中等価3,5,血 液像では赤

血球490万,血 色素96%(ザ ー リー),白 血球数7200,

百分率好酸球3,5%,好 塩基球0,5%,好 中球桿状7.5

%,分 葉球52、5%,淋 巴球33,5%,単 球2.5%.

局所所見:陰 茎は包皮外板が直接亀頭に移行 した感

が強 く,外 尿道口周囲に直径約12mmに 及ぶ色素脱

失部があり表面滑沢,灰 白色で皮膚萎縮が見られる.

色素脱失部の周囲の亀頭の過半部は黒褐色斑状色素沈

着が認められる.尿 道口は羊皮紙様搬痕様 上皮 で被

れ,直 径2mmの ゾンデが挿入出来る程度 で,繋 帯

はかな り萎縮 している.尿 道口周囲の他,亀 頭部に硬

結,浸 潤なく,其 他の全身皮膚,粘 膜に色素沈着は認

められない(第1,第2図)

治療:尿 道口切開を行うと閉塞部は尿道口表面を被

覆した薄板様物で切開後Ditte111号Bougieを 容易

に挿入し得た.切 開後尿道粘膜の湿潤膨隆を認めた.

組織的所見=角 質層は数層で不全角化は認められな

い.穎 粒層も殆んど正常,棘 細胞層は細胞間浮腫が軽

度に認められる.基 底層も排列は殆んど正常だが,部

分的に乳頭との境界不鮮明な部分があり,そ の直下に

軽度の淋巴球浸潤をみる.表 皮突起は幾分扁平化 し,

真皮は結合織増殖があ り細胞に乏 しく浮腫状,均 質化

を示している.又,血 管壁にもかなりな肥厚が認めら

れ,真 皮の弾力線維も相当減少している.表 皮の萎縮

は著明でないが,こ れは採取部位によるもので,臨 床

的にはかなりな萎縮部が認められる(第3図)

総括及び考按

Delbancoが 最 初に男子陰茎 に於 て 女子外陰

部萎縮期に相 当す る包 皮陰茎 の萎 縮,尿 道 口狭

窄 を伴 う亀頭 の色素異常 ある疾患 をKrauro-

sispenisと して報告 し,そ の後Kraus及 び

Galewskyが 同様症例 を発表 している.Ga1-

ewskyは 本 症 では罹患部 に硬結叉 は輩皮症 の

変化を全然 認遼ず且つ屡 汝尿道 口の狭 窄 を 招

来 す るが,Leukoplakiaで は硬結 を呈す る

白斑 が亀頭 に発生 し尿道 口の狭窄 は認 められな

い と云 い,Krausの 例 では持続 的に展・々 再 発

す る亀頭炎 を認 めた とい う.

Peyr6は 本 症 に関 して総括 し本症 の際 発 現

する萎縮性病変 を次の3型 に区分 した.

第1型Kraurosispenis叉 はAtropho一

dermiaprimitivaと 称 すべ き もの

第2型Kraurosisalba3ひ よLeiikopla-

kieと 称 すべ きもの

第3型Kraurosisrubra又 はErythro-

plasiaと 称 すべ きもの

以上3型 の内,第1及 び第3型 は共 に老人性

変化 として認 め られ る ことが多 く,第2型 の

Kraurosisalbaは 第3期 梅毒乃至そ の他 の

性 病に関連 して発生す る搬 痕を基地 として発現

す ると云 い,罹 患部 の色は 白色 で漸 次健康皮膚

に移行 し,粘 膜 の一・部は肥厚 して白色光沢を示

し,亀 頭 の形がゆがみ非対側性 とな り尿道 の閉

塞 を招来 する.

SttthmerがB.x.o.nachoperationem

と記 載 した例 は この型 に該 当す るもので,組 織

的には不全角化及 び角 質肥厚が認 め られ且つ後

には組織 の萎縮 と上 皮細胞層の変性 を見 るよう

になるもので ある.Sttthmerは,2,30才 台 に

発症 し,包 茎 手術後湿潤 した亀頭,包 皮が機械

的障碍,更 に恐 らく細菌感染 も加わ り炎症,組

織変性を来 し,表 皮の肥厚,角 質増殖,次 いで

萎縮 に陥 ることを特徴 とした。然 し包茎 手術 は

必ず しも関係 な くSttthmer自 身 も非手術 患

者 の症例 を記載 してい る,私 の症例 も包茎手術

時すでに尿道 口狭窄 を指摘 され て居 り,外 松等

も包茎手術前に包 皮縁 の狭窄 を来 していた と云

つて いる.

本 症の組織 的所 見 としては組織 の炎症性肥厚

並 びに萎縮 が認 め られ,乳 頭層 及び乳頭 層下の

弾力線維 の欠乏,真 皮に於 ける浮腫,血 管壁 の

肥厚等が認め られ ると云 われてい る.叉,プ ラ

スマ細胞が多数 に認 め られ ることも特有 な所見

である とも云われてい る.私 の症例 も以上 の様

な所見が多少な りとも認 め られてい る.

R.x.oとKraurosispenisと が 同一疾患

で ある と云 うFreemann,Laymon等 の説は

其 の後 の論 者 によつて認 め られてい るようであ

るが,B.x.o.とLeukoplakia或 はLichen

sclerosus,Sclerodermaと の異 同の決定 は

必ず しも容易でない ことは外松等 も記述 してい

るが,私 の症例 の臨床症状,組 織的所見 が先人

の記 述 とよ く一致 す るので一応B.x.o.と し



て報告す る.
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3)Freeman,C.andLaymon,C.W.A .

M.A.Arch.DermaL&Syph.,44:547
,

結 語

30才 男 の尿道 口閉塞の1例 を報告 したが,臨

床的,組 織学的にKraurosisalba(Peyr6)

叉はB.x.o.(Sttthmer)と 記 載 され た例 に相

当す るもの と思われ,閉 塞部切開,ブ ジー挿入

で一応閉塞症状は軽快 した.
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